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入
学
期
が
近
づ
く
と
、
世
田
谷
区
な
ど
住
宅
、

団
地
が
急
激
に
ふ
え
て
い
く
と
こ
ろ
で
は
、
児
童

増
に
よ
る
教
室
難
を
プ
レ
ハ
ブ
教
室
で
急
場
を
し

の
い
で
い
る
現
状
で
、
小
・
中
学
校
の
教
室
不
足

が
い
つ
も
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
学
校
格
差
の
縮
小
と
い
う
基
本

的
施
策
か
ら
も
ウ
ラ
ハ
ラ
の
結
果
で
、
そ
れ
だ
け

に
問
題
が
重
視
さ
れ
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
が

こ
こ
に
強
く
望
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
世
田
谷
区
で
は
、
学
校
建
設
、
校
舎
の
増
改
築

の
問
題
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
、
た
と
え

ば
4
1
年
度
は
、
一
〇
一
教
室
の
増
改
築
分
四
億
一

耀ぞ一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

一藁
ご
巌
∵
憲
、
、
．

一
イ

千
万
円
の
経
費
を
計
上
し
、
効
果
を
あ
げ
よ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
火
災
に
弱
い
木
造
校
舎
は
、
都
内
で
も

］
番
多
く
、
一
、
五
六
四
教
室
、
こ
の
中
に
は
、

昭
和
1
5
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
老
朽
校
舎
や
終
戦

直
後
の
弱
朽
校
舎
が
三
〇
〇
教
室
も
あ
り
ま
す
。

危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
重
点
に
改
築
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
教
室
難
の
解
消
と
と
も
に
、
狭
い
校
庭
の
拡
張

と
学
校
用
地
の
確
保
は
、
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ

な
い
問
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
も
世
田
谷
区
な

灘難

糠
．

∂

ど
特
に
空
地
の
確
保
が
で
き
や
す
い
と
こ
ろ
で
は
、

い
ま
の
う
ち
に
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
将
来
さ
ら

に
困
難
さ
を
ま
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
る
カ
ギ
で
あ
る
教
育
の

場
す
な
わ
ち
校
舎
・
校
庭
の
整
備
に
対
し
、
残
念

な
が
ら
取
り
組
み
方
の
不
十
分
さ
が
う
か
が
わ
れ
、

そ
の
こ
と
に
対
す
る
批
判
が
当
然
出
て
き
ま
す
。

　
世
田
谷
区
な
ど
特
別
区
の
学
校
建
設
や
用
地
買

収
の
事
業
は
、
都
が
、
国
の
補
助
金
の
不
足
を
補

な
い
、
二
十
三
区
の
全
体
的
な
計
画
の
中
で
、
各

区
の
財
政
と
施
設
を
に
ら
み
合
わ
せ
な
が
ら
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
沿
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
形
の
上
で
は
、
区
の
予
算
と
し
て

組
ま
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
業
費
は
、
実
際
に
は
、

都
の
財
源
の
裏
づ
け
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
、
認

め
ら
れ
た
ワ
ク
内
で
区
が
事
業
を
行
な
う
と
い
う

こ
と
で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
そ
の
要
求
に
追
い
つ

け
な
い
第
一
の
原
因
で
す
。

　
教
育
内
容
を
向
上
さ
せ
る
も
う
一
つ
の
問
題
と

し
て
、
教
材
教
具
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
P
T
A
会
費
が
つ
ぎ
込

ま
れ
会
費
の
過
重
負
担
が
、
父
母
の
強
い
不
満
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
解
消
策
と
し
て
、
都
も
区
も
こ
の
数
年
来
、

会
費
の
漸
減
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
、
教
材
教
具

均
等
化
五
力
年
計
画
（
昭
和
3
9
年
～
4
3
年
）
の
実

施
で
か
な
り
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
P
T
A
会
費
は
安
く
な
ら
な
い
の
が
実
情
の
よ

う
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
父
母
側
の
過
剰
な
熱
意
も
あ
っ

た
の
で
し
よ
う
が
、
公
費
を
幾
ら
つ
ぎ
込
め
ば
よ

い
か
の
検
討
が
不
十
分
な
た
め
で
あ
り
、
P
T
A
・

学
校
当
局
の
姿
勢
を
正
す
た
め
に
も
、
公
費
の
支

出
を
ふ
や
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近

都
で
も
P
T
A
会
費
の
全
廃
が
問
題
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
教
育
費
の
私
費
負
担
分

は
、
全
廃
す
る
よ
う
な
施
策
を
強
力
に
推
し
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
学
校
建
設
・
用
地
買
収
・
教
材
教
具
の

充
実
に
は
巨
額
な
金
額
が
必
要
で
す
し
、
そ
の
解

決
に
は
い
ろ
い
ろ
な
困
難
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
区
は
、
自
主
的
な
教
育
計
画

を
推
し
進
め
る
力
を
と
り
も
ど
し
、
ま
た
都
と
協

力
し
て
、
都
に
超
過
負
担
を
し
い
て
い
る
国
の
教

育
行
政
を
、
あ
ら
た
め
さ
せ
る
方
向
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
鉄
筋
と
オ
ン
ボ
ロ
が
雑
居
す
る
校
舎
。
こ
れ
が
世

田
谷
区
の
学
校
の
姿
だ
。

　
こ
ん
な
チ
グ
ハ
グ
な
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
巣

立
っ
て
い
く
。
　
（
写
真
は
太
子
堂
中
学
校
で
）
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
次
）

昭
和
4
0
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
三
十
五
件
を
可
決

　
n
月
1
6
日
の
本
会
議
は
、
会
期
を
十
五
日

間
と
き
め
、
区
政
に
関
す
る
各
党
の
質
間
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
補
正
予
算
、

40

年
度
決
算
と
、
予
算
関
係
議
案
が
お
も
な

も
の
で
、
三
十
五
件
の
案
件
は
、
各
委
員
会

で
審
議
の
経
過
と
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
最
終
日
の
本

会
議
で
原
案
ど
お
り
可
決
に
な
り
ま
し
た
。

●
昭
和
4
0
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
（
鎖
轡

　
　
　
（
記
事
は
4
ぺ
ー
ジ
）

●
【
般
会
計
補
正
予
算
第
四
次
（
賛
成
多
数
）

　
追
加
計
上
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
、
道
路

の
維
持
復
旧
や
側
溝
改
修
、
河
川
防
災
の
工

事
費
↓
億
一
、
五
一
九
万
円
。
区
広
報
特
集
号

発
行
な
ど
総
務
費
関
係
が
五
、
三
四
四
万
円
。

教
育
事
業
は
仮
称
祖
師
谷
第
二
小
学
校
開
設

に
と
も
な
う
諸
設
備
の
二
、
四
九
七
万
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
減
額
す
る
も
の
と
し
て
は
、
生
活
保
護
の

経
費
が
見
込
よ
り
少
な
く
な
り
四
千
万
円
の

国
庫
支
出
金
の
更
正
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
補
正
額
の
差
引
は
一
億
八
、
三
七
］

円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
予
算
補
正
と
と
も
に
、
昭
和

41

年
度
内
に
そ
の
支
出
が
終
ら
な
い
見
込
の

も
の
と
し
て
、
税
務
の
計
算
委
託
五
二
七
万

円
と
仮
称
世
田
谷
第
一
図
書
館
の
建
設
と
林

間
学
園
の
建
設
箏
業
費
八
、
三
二
五
万
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
経
費
と
し
て
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
で
狙
年
度
の
事
業
経
費
を
予
算
に
計
上

す
る
こ
と
は
実
質
的
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
、

す
で
に
計
上
さ
れ
た
額
と
の
合
計
は
、
九
〇

億
七
、
一
八
○
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
（
前
年
度
予
算
額
は
約
八
三
億
一
、
八
五

四
万
円
）

●
特
別
区
税
条
例
の
【
部
改
正
二
件
（
賛
成
多
数
）

　
　
一
件
は
昭
和
4
2
年
1
月
1
日
か
ら
施
行
の

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
現
行
条
例

に
退
職
所
得
の
課
税
と
申
告
制
度
と
の
改
正

を
す
る
も
の
。

　
現
行
の
住
民
税
で
は
、
退
職
所
得
に
つ
い

て
も
、
他
の
所
得
と
同
様
に
、
そ
の
発
生
し

た
年
の
翌
年
に
課
税
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

，
他
の
所
得
と
区
分
し
て
、
退
職
手
当
等
の
支

払
い
の
際
、
支
払
者
に
お
い
て
特
別
徴
収
し

納
税
者
の
負
担
感
を
除
く
も
の
。

　
ま
た
一
件
は
、
所
得
税
と
住
民
税
の
申
告

轡
の
提
出
期
限
が
異
な
り
、
ま
ぎ
ら
わ
し
か

っ
た
今
ま
で
の
申
告
制
度
を
あ
ら
た
め
、
所

得
税
、
住
民
税
と
も
に
3
月
1
5
日
に
統
一
さ

れ
る
。
ま
た
申
告
手
続
も
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
れ
ば
、
住
民
税
の
申
告
が
あ
ら
た

め
て
い
ら
な
い
よ
う
合
理
化
さ
れ
る
。

●
総
合
運
動
場
水
泳
場
の
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
6
月
1
7
日
に
落
成
し
、
区
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
大

蔵
町
の
総
合
運
動
場
体
育
館
に
、
新
た
に
水

泳
場
を
設
け
る
も
の
。

　
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
二
五
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
と
幼
児
の
水
遊
び
場
と
し
て
の
徒
渉

池
、
観
覧
席
等
の
あ
る
施
設
で
夏
を
待
た
れ

る
も
の
に
な
ろ
う
。

　
工
費
八
、
三
二
〇
万
円
、
契
約
の
相
手
方
東

急
建
設
株
式
会
社
、
完
成
予
定
昭
和
4
2
年
5

月
3
1
日
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
条
例

　
（
賛
成
多
数
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
強
化
と
福
祉
活

動
専
門
員
設
置
を
目
的
に
、
そ
の
補
助
金
の

交
付
を
定
め
た
も
の
。

●
生
業
資
金
貸
付
金
の
債
権
お
よ
び
母
子
福

　
祉
応
急
小
ロ
資
金
貸
付
金
の
債
権
の
未
償

　
還
金
の
減
免
条
例
（
賛
成
全
員
）

　
昭
和
2
4
・
2
5
年
の
生
業
資
金
貸
付
金
の
未

回
収
分
を
、
貸
付
当
時
の
社
会
情
勢
、
貸
付

け
た
主
旨
、
未
償
還
者
の
そ
の
後
の
生
活
状

態
等
を
勘
案
し
、
未
償
還
金
の
減
免
ま
た
は

免
除
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

　
ま
た
昭
和
3
6
年
以
降
に
母
子
世
帯
に
生
活

の
安
定
を
は
か
る
目
的
で
応
急
に
貸
し
付
け

た
分
の
未
償
還
金
も
同
様
に
扱
う
も
の
。

（
こ
の
未
償
還
金
は
、
い
ず
れ
も
都
が
貸
し
付

け
た
も
の
で
、
昭
和
40
年
4
月
の
事
務
事
業

移
管
に
よ
り
区
で
管
理
し
て
い
る
。
）

●
住
居
表
示
実
施
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

　
八
件
養
成
金
8

　
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
施
設
の
位
置
、

所
管
区
域
の
町
名
及
び
区
域
の
表
示
を
変
更

す
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
福
寿
稲
荷
児
童
遊
園
、
若
林
公
園
、
野
沢

公
園
、
上
馬
東
公
園
、
駒
留
公
園
、
鶴
ケ
久

保
公
園
、
世
田
谷
保
育
園
、
駒
沢
保
育
園
、

福
祉
会
館
、
世
田
谷
共
同
作
業
所
、
第
三
出

張
所
、
第
十
二
出
張
所
、
第
十
三
出
張
所
、

旭
小
学
校
、
中
丸
小
学
校
、
三
島
幼
稚
園
、

世
田
谷
福
祉
事
務
所
の
所
管
す
る
世
田
谷
福

祉
地
区
。

●
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
（
賛
成
多
数
）

　
昭
和
4
1
年
1
0
月
5
日
で
竹
田
守
貞
委
員
の

任
期
が
満
了
し
欠
員
と
な
っ
て
い
た
が
、
同

氏
を
再
任
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
を
決
定

　
（
賛
成
全
員
）

　
松
島
正
儀
（
62
才
）
上
馬
町
一
丁
目
七
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
選
）

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
（
賛
成
全
鎖
）

延長（皿）

　　158．80

　　269，1）0

　　236，50

　　　70．51

　　　98、40

　　　76・00

　　　99，50

　　110・70

　　148．80

　　116．00

　　648、90

　　664．00

　　441．90

3，239．01

　　所　　　在　　　地

代田5丁目886
世田谷3丁目1017～10鱗
世田谷4丁目917～960

上北沢3丁目1102

上北沢1丁目735～736

玉∫Il用賀町2丁目20

玉川中町2丁目97

玉川中町1丁目22

束玉川町153～155

廻ギ尺田丁505～511

孝臼谷町13～40

祖師谷2丁目547～粕谷町∈

霊且臣酒谷2丁目870～972

　　　　　　　　　　　計

●
廃
止
し
た
区
道
（
賛
成
多
数
〉

　
玉
川
用
賀
町
三
丁
目
二
二
～
一
二
四

　
四
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
四
〇
7

●
質
屋
事
業
会
計
補
正
予
算
第
二
次
（
憐
餓
）

　
貸
付
金
の
不
足
額
三
六
〇
万
円
を
補
正
し

す
で
に
計
上
さ
れ
た
額
と
の
合
計
は
五
、
九

四
四
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
新
し
い
住
居
表
示
の
実
施
区
域
三
件
（
鐙
甑
）

○
現
在
の
東
玉
川
町
の
全
部
を
東
玉
川
一
、

二
丁
目
と
す
る
。

○
現
在
の
世
田
谷
五
丁
目
の
一
部
を
桜
丘
四

丁
目
の
一
部
と
す
る
。

○
現
在
の
経
堂
町
、
世
田
谷
三
丁
目
、
世
田

谷
五
丁
目
の
各
一
部
を
経
堂
一
～
五
丁
目
と

す
る
。

　
実
施
は
い
ず
れ
も
昭
和
42
年
6
月
1
日
の

予
定
。

　
今
年
最
初
の
区
議
会
に
は
、
衆
議
院
議
員

選
挙
関
係
の
予
算
と
、
二
十
三
特
別
区
共
同

処
理
事
務
規
約
の
一
部
改
正
な
ど
五
件
が
区

長
か
ら
提
案
さ
れ
、
1
月
1
1
日
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
第
五
次
（
賛
成
多
数
）

　
追
加
計
上
額
一
、
九
一
七
万
四
、
○
○
○

円
は
、
全
額
1
月
29
日
行
な
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

に
要
す
る
選
挙
費
。
，

　
い
ま
ま
で
の
一
般
会
計
予
算
額
と
の
計
は

九
二
億
七
、
四
六
九
万
三
、
○
○
○
円
。

●
特
別
区
人
事
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

　
お
も
な
改
正
点
は
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

く
社
会
福
祉
施
設
の
設
置
管
理
事
務
の
共
同

処
理
を
こ
れ
に
加
え
、
名
称
を
「
特
別
区
人

事
及
び
厚
生
事
務
組
合
規
約
」
と
す
る
。
監

査
事
務
局
を
設
け
て
監
査
制
度
を
強
化
す
る

な
ど
事
務
機
構
の
整
備
を
は
か
る
も
の
。

●
特
別
区
競
馬
組
合
規
約
の
一
部
変
更
舞
撚
）

　
人
事
刷
新
と
責
任
体
制
の
確
立
を
目
的
と

し
て
、
監
査
制
度
の
強
化
な
ど
事
務
機
構
の

整
備
拡
充
を
は
か
る
も
の
。

　
以
上
二
件
は
、
特
別
区
そ
れ
ぞ
れ
の
議
決

を
経
て
、
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
か
ら
実
施
。

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
と
廃
止
（
賛
成
多
数
）

　
○
認
定

　
砧
町
二
八
七
～
世
田
谷
五
了
目
＝
コ
茜

　
延
長
七
、
二
究
去
六
メ
ー
ト
ル

○
廃
止
1
ー

　
砧
町
一
究
～
世
田
谷
五
丁
目
＝
コ
奎

　
延
長
異
量
六
〇
メ
ー
ト
ル

2
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代参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
悪
化
す
る
自
動
車
公
害
に
対
す
る

　
　
　
　
施
策
は
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

◆
　
最
近
の
交
通
事
情
悪
化
に
伴
っ
て
、
三

軒
茶
屋
、
上
馬
周
辺
な
ど
も
、
大
原
交
差
点

と
と
も
に
自
動
車
に
よ
る
公
害
が
著
し
い
。

ど
の
よ
う
な
施
策
で
対
処
す
る
か
。

ー
大
．
原
交
差
点
周
辺
は
、
世
田
谷
区
医
師

会
に
調
査
を
委
託
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
す

る
か
結
論
は
出
て
い
な
い
。
三
軒
茶
屋
、
上

馬
周
辺
も
で
き
れ
ば
調
査
し
、
ま
た
非
汚
染

地
区
も
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
よ
り

共
通
点
を
見
い
出
し
対
策
を
立
て
た
い
。

◆
　
区
民
会
館
で
行
な
わ
れ
た
日
本
共
産
党

大
会
で
、
二
回
に
わ
た
り
隠
し
マ
イ
ク
が
発

見
さ
れ
た
が
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。
捜
査
関
係
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
二
度
も
盗
聴
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
。
使
用
承
認
に
つ
い
て
や
専
門

業
者
に
よ
る
定
期
検
査
、
職
員
に
よ
る
管
理

体
制
の
強
化
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

こ
の
種
事
件
の
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
た
い
。
捜
査
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
結
論
の
報
告
は
な
い
。

◆
　
河
口
湖
畔
に
建
設
中
の
林
間
幽
．
†
園
は
、

支
障
な
く
進
行
し
て
い
る
か
。

　
　
4
1
年
1
2
月
20
日
頃
に
は
三
階
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
打
ち
終
り
、
予
定
通
り
進
行
し
て
い

る
。
な
お
一
層
管
理
の
万
全
を
は
か
り
た
い
。

◆
　
総
合
運
動
場
の
約
四
千
坪
の
未
買
収
地

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
こ
の
用
地
の
一
角
を
東
名
道
が
通
る
の

で
、
こ
れ
と
の
交
換
等
に
よ
っ
て
未
買
収
地

の
半
分
は
解
決
す
る
児
通
し
。
他
の
半
分
も

新
し
い
角
度
で
交
渉
し
て
お
り
、
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
建
設
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

繋－

動
車
排
螺

◆
　
去
る
三
月
議
会
で
、
大
原
交
差
点
周
辺

の
自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
人
体
の
影
響
問

題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
対

策
は
き
わ
め
て
急
が
れ
て
い
る
。

　
こ
の
根
本
対
策
と
し
て
、
立
体
交
差
の
促

進
と
排
気
ガ
ス
の
出
な
い
自
動
屯
と
す
る
た

め
の
立
法
化
に
、
区
．
長
は
努
力
す
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
周
辺
地
区
住

民
の
健
康
診
断
を
定
期
的
に
行
な
い
、
弄
防

と
治
療
の
拮
置
と
し
て
、
薬
な
ど
の
無
料
配

布
か
補
助
を
行
な
う
こ
と
、
あ
る
い
は
酸
素

吸
人
器
や
オ
ゾ
ン
発
生
器
の
貸
与
な
ど
は
で

き
な
い
か
。

　
ま
た
、
立
体
交
差
f
事
期
間
中
は
騒
音
公

害
も
加
わ
る
の
で
、
き
ら
に
公
害
が
ひ
ど
く

な
ら
ぬ
よ
う
都
、
区
、
工
事
業
者
、
住
民
か

ら
な
る
協
議
会
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
、
交
通
安
金
行
政
の
た
め
の
窓
口

を
、
区
役
所
に
設
け
る
考
え
は
な
い
か
．

ー
三
月
に
指
摘
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
世
田

谷
区
医
師
会
に
委
託
し
て
健
康
診
断
、
相
談

を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
広
く
世
論
を

喚
起
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
資
料
を
集
め
た
上
で

具
体
的
、
継
続
的
な
対
策
を
隊
え
た
い
。

　
自
動
車
に
対
す
る
立
法
化
、
あ
る
い
は
予

防
や
医
療
措
置
に
つ
い
て
も
、
資
料
の
集
ま

る
の
を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
立
体

交
差
工
事
の
促
進
に
つ
い
て
も
善
処
し
た
い
。

　
協
議
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
新

し
い
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
交
通
安
全
行
政
の
窓
口
に
つ
い
て
は
、
区

と
し
て
も
専
門
の
機
関
を
設
け
る
必
．
要
が
あ

る
と
考
え
る
の
で
、
検
討
し
善
処
し
た
い
。

　
　
　
　
　
ρ

學
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
管
理
は
万
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
公
明
党
1

◆
　
特
別
教
室
が
不
足
の
学
校
、
あ
る
い
は

日
当
り
が
全
く
な
い
教
室
、
白
動
車
の
騒
音

が
激
し
い
教
室
、
物
置
が
な
く
廊
ド
に
物
品

を
置
い
て
い
る
学
校
、
雨
漏
り
す
る
学
校
等

が
ま
だ
あ
り
、
正
常
な
教
育
が
行
な
わ
れ
て

い
な
い
。
学
校
管
理
に
気
を
配
る
べ
き
だ
。

　
　
学
校
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
の

均
衡
化
に
努
力
し
て
お
り
、
・
て
の
た
め
校
舎

の
鉄
筋
化
を
昭
和
4
5
年
ま
で
小
・
中
階
．
r
校
と

も
六
〇
％
強
に
す
べ
く
進
め
て
い
る
。
特
別

教
室
は
小
学
校
で
部
分
的
に
不
足
が
出
て
い

る
が
、
で
き
る
だ
け
希
望
に
こ
た
え
る
よ
う

処
置
し
て
い
き
た
い
。
雨
漏
り
そ
の
他
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
校
．
長
等
の
管
理
者
と
連
絡

を
と
り
な
が
ら
最
善
の
方
途
を
と
っ
て
い
る

が
、
今
後
と
も
努
力
し
た
い
。

は◆なる
いが

幽
．
ナ
校
警
備
員
の
増
員
に
つ
い
て
の
．
要
望

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

一
直
二
人
制
の
要
望
を
都
へ
出
し
て
い

、
財
政
的
な
問
題
も
あ
り
実
現
し
て
い

。
こ
れ
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
、
ガ
ー

ド
マ
ン
制
度
も
．
検
討
し
て
お
り
、
今
後
と
も

警
備
体
制
の
強
化
充
実
を
進
め
た
い
。

◆
　
世
川
谷
区
の
下
水
道
促
進
の
た
め
、
目

黒
川
を
中
間
起
点
と
し
て
、
上
の
ほ
う
か
ら

下
水
道
を
つ
く
る
考
え
方
は
で
き
な
い
か
。

　
　
一
般
の
汚
水
や
側
溝
の
水
を
と
る
程
度

な
ら
呼
能
だ
が
、
採
算
上
の
点
も
あ
り
都
は

踏
み
切
れ
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
区
と
し

て
は
今
後
の
課
．
題
と
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
公
共
の
み
ぞ
の
上
の
無
断
使
用
が
放
任

さ
れ
て
い
る
。
台
風
等
で
惨
事
を
招
く
以
前

に
、
こ
れ
を
解
決
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
係
の
体
制
を
強
化
し
た
の
で
、
少
し
づ

つ
で
も
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

醗
　
　
　
　
合
理
化
政
策
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
低
下
は
顕
著
　
　
　
ー
共
産
党
1

◆
　
匿
田
谷
区
政
は
、
昨
年
の
事
務
事
業
移

管
を
契
機
に
、
合
理
化
政
策
と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
ド
が
．
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

皿
方
で
は
い
ろ
い
ろ
な
高
速
道
路
が
区
内
に

人
り
、
区
長
は
こ
れ
を
世
田
谷
区
の
繁
栄
と

い
う
が
、
こ
の
矛
盾
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
匿
田
谷
区
を
「
緑
の
文
化
都
市
」
と
す

る
た
め
に
は
、
社
会
開
発
は
当
然
血
．
氷
望
と
し

て
出
て
く
る
。
昭
和
60
年
を
目
途
と
し
て
の

総
合
開
発
計
．
画
も
、
畝
井
害
の
出
な
い
よ
う
配

慮
し
て
策
定
を
進
め
た
い
り

◆
　
10
・
2
ー
ス
ト
に
対
す
る
弾
圧
に
つ
い
て
、

そ
の
考
え
方
い
か
ん
。
，

　
　
弾
圧
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え

に
は
同
感
で
あ
る
。
ま
だ
ど
う
す
る
か
は
き

め
ら
れ
て
い
な
い
。

◆
　
公
営
住
宅
居
住
者
の
課
税
台
帳
を
、
閲

覧
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
す
べ
き
だ
。

　
　
入
居
時
に
は
そ
れ
な
り
の
条
件
が
あ
り
、

法
治
国
で
あ
る
以
上
、
定
め
に
従
う
は
当
然
。

◆
　
P
T
A
経
費
負
担
軽
減
と
記
念
事
業
寄

付
に
つ
い
て
の
指
導
は
。

　
　
現
在
学
習
上
や
屋
体
の
設
備
等
で
負
担

を
仰
ぐ
こ
と
は
し
て
い
な
い
つ
も
り
だ
が
、

た
だ
基
準
以
上
の
設
備
は
公
費
で
ま
か
な
う

わ
け
に
い

か
な
い
。
今
後
で
き
る
だ
け
い
い

教
育
内
容
に
す
る
よ
う
指
導
を
続
け
た
い
。

◆
　
給
食
費
値
上
げ
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

1
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
材
料
の
共
同
仕

入
れ
等
に
よ
り
、
父
兄
の
経
済
的
な
面
に
影

響
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

◆
　
来
年
度
の
学
童
保
育
対
策
い
か
ん
。

　
　
今
日
で
は
「
か
ぎ
っ
子
対
策
」
と
い
う

局
限
さ
れ
た
も
の
で
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

来
年
度
も
引
き
続
き
設
置
し
て
い
き
た
い
。

◆
　
教
育
扶
助
認
定
基
準
引
下
げ
の
要
請
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、
世
田
谷
区
の
措
置
は
。

　
　
教
育
扶
助
の
適
用
に
よ
り
、
十
分
義
務

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
進
め
た
い
。

◆
　
公
共
施
設
の
建
設
計
画
等
は
、
冗
費
節

約
を
考
慮
し
て
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
区
政
推
進
の
尺
度
は
区
民
全
体
の
上
か

ら
考
え
て
お
り
、
施
設
は
で
き
れ
ば
半
世
紀

ぐ
ら
い
手
を
つ
け
な
い
よ
う
つ
く
り
た
い
。

◆
　
地
方
選
挙
に
お
け
る
投
票
所
の
増
設
と

適
正
配
置
、
区
議
の
選
挙
公
報
、
公
営
掲
示

板
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
投
票
所
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
た
い
。

選
挙
公
報
、
公
営
掲
示
板
に
つ
い
て
は
、
困

難
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

◆
区
民
会
館
で
の
盗
聴
事
件
は
、
政
治
腐

敗
や
戦
争
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
こ
の
事
件
は
民
主
主
義
の
侵
害
で
あ
る

こ
と
は
同
感
。
問
題
が
一
日
も
早
く
明
ら
か

に
な
る
よ
う
さ
ら
に
最
善
を
つ
く
し
た
い
。

◆
　
羽
根
木
公
園
は
朝
、
犬
の
訓
練
や
散
歩

で
不
潔
に
な
っ
て
い
る
。
取
り
締
れ
な
い
か
。

　
　
取
り
締
る
以
前
の
問
題
と
思
う
の
で
、

警
告
等
で
処
置
し
た
い
。

◆　交

通
戦
争
に
身
を
さ
ら
さ
れ
て
い
る
区

民
に
対
す
る
施
策
は
。

　
　
交
通
安
翁
協
議
会
に
よ
っ
て
啓
蒙
宣
伝

に
努
め
て
い
る
が
、
事
故
発
生
の
場
合
は
他

の
行
政
機
関
と
も
連
絡
を
と
り
善
処
し
た
い
。

◆
　
丸
子
川
（
旧
六
郷
用
水
）
へ
流
人
す
る

や
が
わ

谷
川
の
非
水
対
策
い
か
ん
。

　
　
や
耕

　
　
谷
川
は
急
勾
配
で
直
角
に
丸
子
川
に
落

ち
込
む
た
め
、
区
道
ヘ
パ
イ
プ
を
通
し
旧
律

カ
わ川

へ
抜
く
工
事
を
本
年
度
中
に
進
め
た
い
。

◆
　
箱
根
足
柄
荘
裏
の
保
安
林
の
一
角
が
く

ず
れ
た
が
、
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

　
　
明
治
何
年
以
来
と
い
う
豪
雨
が
原
因
で
、

今
後
万
一
く
ず
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
大
へ
ん
な
の
で
、
万
全
を
期
し
た
い
。

◆
　
身
体
障
害
者
（
児
を
含
む
）
に
対
す
る

援
護
に
つ
い
て
、
区
の
施
策
い
か
ん
。

i
こ
れ
ら
の
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
研
究

し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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昭
和
40
年
度
の
決
算

　
「
昭
和
4
0
年
度
各
会
計
決
算
」
は
1
1
月
1
6

日
の
第
四
回
区
議
会
定
例
会
に
区
長
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
額
は
、
一
般
会
計
と
五
つ
の
特
別
会

計
を
合
計
し
ま
す
と
、

　
歳
入
　
　
　
　
一
ロ
一
一
億
一
一
＝
三
万
四
、
七
七
五
円

　
歳
出
　
　
　
　
九
＝
僚
二
、
四
三
万
九
、
九
究
円

差
引
翌
年
度
へ
繰
越
　
δ
億
七
8
万
四
、
七
実
円

と
な
り
ま
す
。

　
区
議
会
は
、
二
十
一
名
の
委
員
か
ら
な
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
け
て
、
会
期
中
の
1
1

月
21
日
よ
り
28
日
ま
で
、
連
日
審
査
に
取
り

組
み
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
認
め
ま
し

た
。

　
決
算
を
審
査
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
区
政

を
具
体
化
す
る
事
務
事
業
が
予
算
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
ど
お
り
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
、
住

民
福
祉
の
増
進
に
ど
の
程
度
役
立
っ
た
か
を

評
価
し
、
事
業
の
進
み
方
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
も
の
、
そ
う
さ
せ
た
原
因
な
ど
に
つ

い
て
批
判
・
検
討
を
加
え
な
が
ら
区
政
を
反

省
す
る
材
料
と
す
る
重
．
要
な
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
前
年
度
の
決
算
に
検
討
を

加
え
た
こ
と
が
、
翌
年
度
の
予
算
を
立
て
る
、

あ
る
い
は
審
議
す
る
場
合
に
十
分
生
か
さ
れ

る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
財
源
の
確
保
が
問
題
と
な
り
、

区
財
政
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
特
別
区
税
が

地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
前
年
度
と
比
べ
四

億
六
千
万
余
円
の
収
入
減
と
な
っ
た
原
因
が

追
及
さ
れ
、
税
源
の
変
更
で
都
民
税
相
当
分

の
都
と
区
の
案
分
の
不
合
理
に
、
強
い
不
満

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
く
に
都
の
支
出
金
で
教
育
費
補
助
金
の

学
校
校
地
買
収
事
業
が
、
都
の
事
業
承
認
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
一
億
一
、
四
五
八
万

円
の
期
待
財
源
が
収
入
減
と
な
っ
た
こ
と
と
、

福
祉
事
業
の
中
心
で
あ
る
生
活
保
護
行
政
の

経
費
で
国
の
支
出
金
が
予
算
計
上
額
よ
り
下

ま
わ
っ
た
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
国
や
都
か

ら
の
財
源
獲
得
の
方
法
で
、
事
業
の
計
画
や

検
討
が
適
確
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
な
ど
が
批

判
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
4
0
年
4
月
に
都
か
ら
区
へ
事

務
移
管
で
区
の
行
財
政
も
大
幅
に
変
転
し
た

こ
と
で
検
討
す
べ
き
材
料
も
多
く
、
予
算
の

執
行
の
上
で
も
費
目
の
流
用
と
予
備
費
の
補

充
な
ど
多
く
見
う
け
ら
れ
、
新
機
構
と
な
っ

て
支
障
が
な
か
っ
た
か
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
の
増
進
と
い
う
こ
と
で
各
種
の
区
民
施

設
が
建
設
さ
れ
た
が
、
箱
根
保
養
所
建
設
に

み
ら
れ
る
工
事
の
遅
延
理
由
や
税
金
の
滞
納

の
繰
越
額
は
三
億
三
千
万
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
と
具
体
的
な
解
決
策
は
何
か
、
ま

た
、
区
内
の
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り

交
通
事
故
な
ど
が
急
激
に
増
加
し
、
交
通
安

全
対
策
の
執
行
体
制
を
検
討
し
住
民
の
要
望

に
応
え
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
。

62イ、意円

　
民
生
福
祉
事
業
は
、
福
祉
事
務
所
な
ど
が

移
管
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
広
範
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
生
活
保
護
を
は
じ
め
青
少
年
問

題
、
保
育
施
設
、
福
祉
施
設
対
策
な
ど
の
事

業
経
費
が
、
十
分
都
か
ら
財
源
の
手
当
を
さ

れ
た
か
ど
う
か
、
特
に
福
祉
施
設
、
保
育
施

設
の
推
進
の
た
め
多
額
の
投
資
的
経
費
が
注

入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
建
設

に
は
立
地
条
件
、
用
地
取
得
の
方
法
な
ど
十

分
検
討
し
積
極
的
な
施
策
が
望
ま
れ
た
。
ま

た
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
は
必
ず
し
も
効
率

的
な
運
用
が
十
分
で
な
く
、
こ
れ
ら
施
設
の

運
営
改
善
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
さ
れ
た
。

　
生
業
資
金
の
貸
付
に
つ
づ
き
新
し
く
母
子

福
祉
応
急
小
口
資
金
の
貸
出
し
も
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
原
資
は
ま

だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
効
果
を
あ
げ
る
措

置
や
老
人
、
母
子
、
婦
人
、
学
童
福
祉
事
業

に
は
、
対
策
方
針
を
明
確
に
し
て
社
会
福
祉

行
政
の
穣
極
的
な
施
策
を
実
施
す
べ
き
だ
と

強
く
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
木
事
業
の
執
行
は
、
土
木
施
設
緊
急
整

備
三
ヵ
年
計
画
の
二
次
年
に
あ
た
り
、
立
ち

遅
れ
た
公
共
施
設
の
整
備
に
、
二
〇
億
余
万

円窪
い

60585614

●予算現額88億2，537万11］

　　決算額　89僅，140万円

交付金・特別区偵・寄附金

　　　　　　表1．昭和40年度一般会計歳入決算

　　　　　　02468101　特別区税

　　繰越金

国庫支出金

　都支出金

　　諸収入

　　その他　　　　　　　　　，、
＿

　　　　　　　表Z昭和40年度一般会計歳出決算
　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　教育費

　　　土木費

　　民生費

　　総務費

　　　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　・議会費・産業経済費・1一薪芝昌i金

繰越明許費
　　40年度に
　　　廓鎚が
繰越された経費

　　　　凡例i酉醐解二課額

円
の
土
木
費
の
中
で
実
際
に
つ
ぎ
込
れ
た
事

業
投
資
の
割
合
は
ど
う
な
の
か
、
こ
れ
が
直

接
住
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
で
あ
る
だ
け

に
問
題
も
■
多
か
っ
た
。
特
に
移
管
さ
れ
た
道

路
は
ど
の
程
度
改
修
さ
れ
た
か
、
ま
た
道
路

応
急
車
、
特
殊
作
業
車
を
購
入
し
能
率
的
な

執
行
体
制
を
固
め
た
と
い
わ
れ
る
が
、
土
木

出
張
所
な
ど
出
先
機
関
の
整
備
が
不
十
分
で

地
元
の
要
求
が
満
た
さ
れ
な
い
原
因
は
何
か
、

機
材
置
場
の
整
備
と
と
も
に
適
切
な
対
策
措

置
が
緊
急
な
課
題
と
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
私
道
整
備
事
業
の
迅
速
な
実
施
と

中
小
河
川
、
側
溝
な
ど
の
改
修
と
維
持
管
理

は
下
水
道
事
業
の
促
進
と
の
関
係
で
抜
本
的

対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
た
。

　
教
育
行
政
は
、
総
額
二
七
億
二
、
三
七
九
万

円
で
決
算
額
に
し
め
る
割
合
は
三
一
・
八
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
執
行
率
は
八
五
・

四
％
に
と
ど
ま
り
、
三
億
二
、
四
八
六
万
円

の
不
用
額
を
残
し
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
校

地
買
収
が
都
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
理

由
や
、
総
合
運
動
場
の
四
、
四
八
二
坪
の
用

地
買
収
が
三
百
坪
の
買
収
し
か
で
き
な
か
っ

た
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
に
つ
い
て
の

批
判
が
さ
れ
た
。
さ
ら
に
学
校
校
舎
建
設
の

建
築
単
価
の
基
準
や
増
額
要
求
が
ど
う
な
っ

た
か
、
ま
た
区
の
自
主
的
な
財
源
で
、
屋
内
体

育
館
や
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
教
育
施
設
建
設

の
計
画
と
実
施
の
状
況
が
審
査
さ
れ
た
。

さ
ら
に
学
校
給
食
問
題
と
し
て
生
乳
の
切
り

か
え
の
促
進
と
、
光
熱
水
費
な
ど
公
費
負
担

に
関
連
し
、
P
T
A
経
費
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
の
指
導
方
針
な
ど
教
育
委
員
会
の
姿
勢

と
諸
施
策
が
検
討
さ
れ
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
保
会
計
の
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
保
た
れ
て
い
る
の
か
、

歳
入
欠
陥
の
恐
れ
が
あ
っ
て
診
察
費
の
支
払

を
お
く
ら
せ
て
い
な
い
か
、
国
保
海
の
家
に

も
っ
と
多
く
の
区
民
が
利
用
で
き
る
方
法
に

対
策
を
講
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
な
ど
の
質

疑
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
は
、
金
融

機
関
に
対
す
る
預
託
方
法
と
貸
付
制
度
が
、

区
内
中
小
企
業
の
実
態
に
即
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
論
議
さ
れ
、
そ
の
改
善
と
原
資
の
増

額
の
事
業
資
金
の
充
実
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
小
企
業
近
代
化
事
業

で
は
、
融
資
を
受
け
た
企
業
が
負
担
す
る
計

画
指
導
、
事
後
指
導
な
ど
の
経
費
が
さ
ら
に

軽
減
す
る
よ
う
に
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
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仕
民
福
祉
と
議
会
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
i
四
年
間
の
歩
み
を
追
っ
て
ー

　
昭
和
38
年
5
月
、
そ
の
任
に
つ
い
た
現
区

議
会
議
員
も
、
昭
和
4
2
年
度
予
算
案
の
審
議

を
そ
の
最
後
の
仕
事
と
し
て
、
今
年
4
月
で

そ
の
任
期
を
満
了
す
る
。

　
こ
の
4
年
間
区
政
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、

区
の
事
務
事
業
を
通
じ
て
住
民
生
活
に
ど
う

い
う
利
益
を
も
た
ら
し
た
か
は
、
区
民
の
み

な
さ
ん
の
評
価
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
て
、
議
会

活
動
を
行
な
っ
た
基
本
的
な
態
度
、
区
の
事

務
事
業
の
範
囲
で
は
、
区
民
生
活
の
要
望
に

応
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
重
要
な
問
題
に
当
っ

て
得
た
成
果
と
今
後
の
課
題
を
か
い
つ
ま
ん

で
あ
ら
わ
し
、
四
年
間
の
活
動
の
歩
み
を
追

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

㊥
響
住
民
き
に
進
む
嚢

　
38
年
の
区
議
選
の
投
票
率
五
割
弱
と
い
う

有
権
者
の
区
議
会
に
対
す
る
認
識
は
、
選
ば

れ
た
区
議
会
議
員
に
と
っ
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
住
民
の
要
求
に
応
え
て
議

会
活
動
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と

に
、
一
貫
し
て
努
力
が
払
わ
れ
た
。

　
請
願
・
陳
情
の
審
査
の
結
果
は
、
か
な
ら

ず
そ
の
内
容
を
そ
え
て
出
し
た
人
に
伝
え
た

こ
と
、
議
員
の
人
数
を
増
員
す
る
と
き
に
は

公
聴
会
を
開
き
変
っ
た
眼
で
こ
れ
を
吟
昧
し

た
こ
と
。
砧
ゴ
ル
フ
場
の
開
放
や
大
原
交
差

点
の
立
体
化
促
進
な
ど
意
見
書
を
通
じ
て
国

や
都
に
要
望
し
た
こ
と
と
、
そ
の
意
見
書
は

出
し
放
し
で
は
な
く
議
会
が
結
束
し
て
あ
ち

こ
ち
喰
い
下
り
成
果
を
あ
げ
た
例
は
多
い
。

　
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
は
「

区
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
た
こ
と
で
あ
ろ

醐
鰯
サ
ヨ
ナ
飾

。
　
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
も
間
近

　
か
に
迫
っ
て
き
た
が
、
区
議
会
議
員
も
間

　
も
な
く
任
期
切
れ
と
い
う
わ
け
で
、
旧
ろ

　
う
1
2
月
20
日
、
日
ご
ろ
可
愛
が
っ
て
い
る

　
理
事
者
へ
の
謝
恩
も
か
ね
て
、
　
「
サ
ヨ
ナ

　
ラ
の
つ
ど
い
」
を
開
い
た
。

　
　
最
少
の
経
蟄
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
よ

　
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
趣
向
が
練
ら
れ
た
が
、

　
こ
の
日
の
催
し
は
会
費
の
額
に
し
て
は
な

　
か
な
か
こ
っ
た
も
の
。

　
　
な
か
で
も
圧
巻
だ
っ
た
の
は
喜
務
局
職

　
員
が
選
考
委
員
と
な
っ
て
行
な
っ
た
「
表

　
彰
式
」
。

　
　
延
々
長
弁
を
ふ
る
う
人
に
は
「
」
P
賞
」
。

う
。
い
く
ら
議
会
活
動
が
進
歩
し
た
と
は
い

え
、
そ
れ
を
住
民
に
伝
え
る
す
べ
を
持
た
な

く
て
は
、
そ
の
意
義
が
広
く
伝
わ
ら
な
い
。

区
議
会
の
様
子
を
全
区
民
に
知
ら
せ
る
意
欲
、

区
政
に
横
た
わ
る
種
々
の
間
．
題
を
投
げ
か
け

て
、
住
民
と
も
ど
も
考
え
よ
う
と
い
う
意
欲

は
、
今
後
ま
す
ま
す
磨
か
れ
る
よ
う
努
力
す

べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。

風
》
　
　
　
自
治
権
拡
充
へ
の
道

　
こ
れ
ら
醸
会
側
か
ら
、
議
会
に
対
す
る
住

民
の
関
心
を
呼
ぼ
う
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ

た
一
方
、
報
酬
引
き
上
げ
や
都
議
会
解
散
な

ど
を
契
機
と
し
て
、
批
判
的
な
空
気
で
は
あ

る
が
、
あ
る
程
度
地
方
議
会
に
対
す
る
住
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
と
云
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
批
判
的
な
見
方
の
度
が
過
ぎ
、

区
議
会
の
存
在
、
ひ
い
て
は
区
の
自
主
的
に

政
治
を
行
な
う
力
を
弱
め
て
よ
い
の
だ
と
い

う
考
え
に
は
警
戒
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

交
渉
や
と
り
ま
と
め
に
苦
労
す
る
幹
事
長

に
は
「
国
連
事
務
総
長
賞
」
。
発
言
が
聞
き

と
り
に
く
く
て
速
記
者
泣
か
せ
の
人
に
は

よ
く
ぞ
腕
を
み
が
か
せ
て
く
れ
た
と
い
う

わ
け
で
「
速
記
士
協
会
賞
」
。
「
ス
イ
マ
セ

ン
、
ス
イ
マ
セ
ン
」
と
い
い
な
が
ら
答
弁

を
す
る
部
長
に
は
「
林
家
三
平
賞
」
と
ま

あ
ざ
っ
と
こ
ん
な
ぐ
あ
い
。

　
二
、
三
て
き
び
し
い
の
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
ふ
だ
ん
の
実
績
が
選
考
基
準
と
な

っ
て
い
る
だ
け
に
表
彰
さ
れ
た
人
は
い
ず

れ
も
苦
が
笑
い
。

　
と
ま
れ
、
こ
の
日
の
つ
ど
い
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
終
っ
た
が
、
こ
れ
で
来
た

る
選
挙
戦
、
晴
れ
て
い
が
み
あ
え
る
と
見

る
の
は
ま
た
ま
た
キ
ビ
シ
イ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
編
集
子
1

　
む
し
ろ
逆
に
区
議
会
は
、
特
別
区
の
行
政

水
準
の
一
体
化
を
保
つ
た
め
と
い
う
名
目
で
、

区
の
財
政
力
を
弱
め
、
事
務
事
業
を
硬
直
化

さ
せ
よ
う
と
い
う
都
の
支
配
を
は
ね
の
け
、

区
長
を
選
ぶ
権
利
を
区
民
の
手
に
取
り
戻
そ

う
と
地
道
な
努
力
を
続
け
て
き
て
い
る
。

　
区
の
自
治
権
拡
充
と
い
う
運
動
は
、
昭
和

40

年
4
月
の
福
祉
事
業
の
区
移
管
実
施
ま
で

は
、
こ
れ
を
い
か
に
う
け
と
め
る
か
を
検
討

す
る
い
わ
ば
受
身
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
の

だ
が
、
発
足
二
年
目
を
迎
え
た
い
ま
、
区
長

公
選
は
も
ち
ろ
ん
　
保
健
衛
生
、
清
掃
事
業

な
ど
完
全
自
治
区
と
し
て
の
住
民
生
活
に
直

結
し
た
事
業
は
す
べ
て
区
が
管
理
す
べ
き
こ

と
を
主
張
し
、
2
3
区
結
東
し
て
カ
ン
パ
ニ
ア

ン
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
な
ど
、
能
動
的
な
姿
勢

に
転
じ
つ
つ
あ
る
。

串
箋
げ
た
交
羅

　
窮
屈
な
制
約
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
学
童

保
育
所
や
充
実
し
た
幼
稚
園
、
保
養
所
な
ど
、

議
会
の
は
た
ら
き
か
け
と
区
理
事
者
の
意
欲

的
な
姿
勢
で
生
ま
れ
た
施
設
、
率
業
は
数
多

い
。

　
そ
れ
ら
は
さ
て
お
き
、
区
に
仕
事
の
窓
口

が
な
く
と
も
区
議
会
が
精
力
的
に
動
き
ま
わ

っ
て
得
た
成
果
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
は

交
通
対
策
で
あ
ろ
う
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
道
路
の
建
設
で
、
主

要
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
の
は
よ
い
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
交
通
公
害
か
ら
い
か
に

人
命
を
守
り
、
住
民
の
生
活
を
守
る
か
と
い

う
問
題
が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
た
。

　
後
手
に
廻
っ
た
交
通
安
全
施
設
を
作
ら
せ

る
た
め
に
、
区
議
会
は
区
内
の
警
察
署
と
一

緒
に
交
通
事
情
を
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路

や
作
る
施
設
に
ょ
っ
て
異
な
る
管
理
当
局
に

何
度
足
を
運
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

　
今
で
は
、
政
府
も
交
通
安
全
施
策
に
本
腰

を
入
れ
、
歩
道
橋
や
信
号
機
が
作
ら
れ
て
も

ひ
と
こ
ろ
ほ
ど
感
激
し
な
い
ま
で
に
建
設
テ

ン
ポ
が
早
く
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
成
果
を

今
後
区
内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
る
高
速
道
路

の
場
合
に
も
十
分
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

課
題
・
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

　
交
通
問
題
で
ま
だ
解
決
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
「
あ
か
ず
の
踏
切
り
」

と
狭
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
で
あ
る
。

　
狭
い
道
路
を
通
る
バ
ス
は
危
う
く
廃
止
の

憂
き
目
に
あ
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
し
、
鉄
道
を

高
架
化
す
る
た
め
に
も
、
都
市
計
画
の
具
体

化
を
早
め
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
区
で
は
、
昭
和
60
年
度
を
目
途
に
人
口
百

万
の
世
田
谷
を
想
定
し
て
「
総
合
都
市
開
発

計
画
」
に
著
手
し
た
が
、
そ
の
中
に
入
間
尊

重
の
街
路
網
計
画
と
い
う
一
項
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
今
後
二
十
年
間
と
い
う
と
ず
い
ぶ

ん
畏
い
期
間
の
よ
う
だ
が
理
想
的
な
都
市
建

設
に
着
実
に
歩
を
進
め
る
こ
と
が
今
後
の
大

き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

　
生
活
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の
も
う
一
つ

の
課
題
と
し
て
、
上
・
下
水
道
の
間
題
が
あ

る
。

　
39
年
夏
の
水
き
き
ん
騒
動
は
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
が
、
こ
と
に
砧
地
区
の
井
戸
は
、
今

後
さ
ら
に
住
宅
が
立
込
み
、
高
速
道
路
の
建

設
が
進
む
と
な
る
と
も
う
ほ
と
ん
ど
利
用
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
早

急
に
給
水
管
を
ひ
か
せ
な
い
と
慢
性
的
な
渇

水
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　
次
に
下
水
道
だ
が
、
世
田
谷
区
な
ど
周
辺

区
で
は
ず
い
ぶ
ん
首
を
長
く
し
て
待
ち
望
ん

で
い
る
こ
と
だ
が
な
か
な
か
ピ
ッ
チ
が
上
が

ら
な
い
。

　
都
の
計
画
で
は
、
昭
和
45
年
度
ま
で
に
は

区
部
の
八
○
％
（
つ
ま
り
環
八
の
内
側
全
域
）

48

年
度
ま
で
に
は
区
部
全
域
と
い
う
話
だ
っ

た
が
、
一
歩
後
退
し
て
、
45
年
度
環
七
の
内

側
ま
で
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
だ
と
い
う
。
台
風

期
に
あ
ば
れ
回
る
中
小
河
川
に
手
が
届
く
の

は
い
つ
の
こ
と
か
、
悲
観
的
な
見
通
し
し
か

立
た
な
い
。

　
資
金
難
と
い
う
財
政
壌
情
は
あ
る
に
せ
よ
、

中
小
河
川
改
修
と
の
二
重
投
資
を
避
け
る
意

味
で
も
、
国
や
都
に
下
水
道
敷
設
促
進
を
よ

り
積
極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
を
痛
感
し
て

い
る
Q

　
い
ず
れ
に
し
て
も
変
転
し
て
い
く
生
活
環

境
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
行
政
上
の
要
望
は

ま
だ
ま
だ
山
積
さ
れ
て
い
る
。
何
割
自
治
と

か
い
わ
れ
て
い
る
区
政
で
は
あ
る
が
、
行
政

施
策
の
立
ち
お
く
れ
を
一
日
も
早
く
克
服
す

る
一
方
、
区
議
会
と
し
て
は
、
住
民
一
般
の

諸
要
求
を
解
決
す
る
た
め
に
区
行
政
の
域
を

越
え
て
も
大
き
な
努
力
を
は
ら
っ
て
い
く
こ

と
が
当
面
の
使
命
で
あ
る
と
重
大
な
決
意
を

い
だ
い
た
四
年
間
で
あ
っ
た
。

5



2月1日世田谷区議会だより

　
11
月
1
6
日
の
第
四
回
区
議
会
定
例
会
で
、

各
委
員
会
の
審
査
を
終
っ
た
講
願
・
陳
情
十

件
が
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
審
査
の
終
っ
て
な
い
も
の
、
あ
ら
た

に
付
託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
六
十
八
件
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
議
会
閉
会
中

に
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
財
政
委
員
会

◇
日
曜
休
配
に
つ
い
て
請
願
－
意
見
付
採
択
1

　
　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

＠
る
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
経
済
委
員
会

◇
良
い
区
民
と
な
る
た
め
の
勉
強
並
び
に
地

域
繁
栄
の
推
進
の
場
と
し
て
、
区
施
設
使
用

に
関
す
る
請
願
　
－
意
見
付
採
択
1

　
　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

◇
北
沢
地
区
福
祉
会
館
等
建
設
促
進
に
関
す

る
陳
情
－
採
択
1

◇
区
立
松
原
保
育
園
設
置
に
関
す
る
請
願

　
－
不
採
択
ー

　
　
（
理
由
）
現
段
階
で
は
願
意
に
沿
い
が
た

　
い
。

◇
世
田
谷
歳
の
市
（
通
称
ボ
ロ
市
V
開
催
に

伴
う
助
成
金
交
付
に
関
す
る
請
願
－
採
択
1

◇
学
童
保
育
に
関
す
る
請
願
－
採
択
f

＆
鯵
嶺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
委
員
会

◇
区
道
新
設
計
画
に
つ
い
て
の
請
願
（
船
橋

町
一
〇
六
八
番
地
、
上
北
沢
一
丁
目
一
九
八

番
地
先
）
1
採
択
1

◇
北
沢
地
区
に
福
祉
会
館
並
び
に
保
育
園
、

児
童
遊
園
等
新
設
に
関
す
る
請
願
－
意
見
付

採
択
1

　
　
（
意
見
）
講
願
の
土
地
に
建
設
す
る
と
い

　
う
こ
と
で
な
く
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

　
し
た
い
。

◇
公
共
溝
渠
を
営
業
の
た
め
不
法
占
拠
こ
れ

の
撤
回
方
に
つ
い
て
の
請
願
（
経
堂
町
五
九

三
付
近
）
1
採
択
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
対
策
委
員
会

◇
通
行
危
険
区
域
の
ス
ピ
ー
ド
制
限
の
請
願

（
羽
根
木
）
ー
意
見
付
採
択
1

　　「睡

　
（
意
見
）
狭
隆
道
路
の
た
め
黄
線
を
引
く

　
こ
と
は
要
望
に
沿
い
が
た
い
が
、
甲
州
街

　
道
方
面
よ
り
の
右
折
車
の
通
行
禁
止
、
車

　
両
制
限
令
適
用
道
路
の
明
示
に
よ
る
車
両

　
制
限
の
実
施
を
し
て
速
度
制
限
等
に
つ
い

　
て
十
分
配
慮
す
る
よ
う
関
係
方
面
に
要
望

　
し
た
い
。
側
溝
に
つ
い
て
は
必
要
度
効
力

　
を
十
分
勘
案
し
て
要
望
に
沿
い
た
い
。

●
昭
和
荊
年
中
の
請
願
・
陳
情
処
理
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
／
－
↓
12
／
31
）

　理区分

委貝会

付議件数 処理件数
未処理

件数40年

繰越分

41年

付議分
計 採択 ・採 その他 計

総務財政 6 11 17 4 1 3 8 9

厚生経済 20 29 49 30 7 0 37 12

建　　設 15 54 69 38 4 1 43 26

文　　教 16 27 43 22 1 2 25 18

交通対策 1 12 13 10 0 o 10 3

　
　
厚
生
会
館
の
利
用
に
つ
い
て

　
区
議
会
だ
よ
り
第
九
号
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
区
民
に
と
っ
て

は
、
最
も
密
接
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
新

聞
等
に
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
い
せ
い
か
、

具
体
的
に
は
解
ら
な
い
こ
と
が
多
く
て
、

あ
ま
り
関
心
も
わ
か
な
か
っ
た
区
議
会
に

つ
い
て
、
と
て
も
解
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
と
く
に
巻
頭
の
「
施
設
の
充

実
は
利
用
と
並
行
さ
せ
て
」
と
い
う
欄
は
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
意
欲
的
な
態
度
と
住
民

の
方
を
向
い
た
政
治
の
姿
勢
に
強
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
区
役
所
の
現

場
の
中
に
は
、
こ
の
正
し
い
態
度
と
矛
盾

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
の
で
お
伺
い
し
ま

す
。
今
度
豪
徳
寺
に
で
き
ま
し
た
区
の
厚

生
会
館
の
利
用
に
つ
い
て
の
こ
と
で
す
。

私
達
は
不
用
品
の
交
換
会
を
開
き
た
い
と

思
っ
て
、
電
話
で
係
の
方
に
厚
生
会
館
の

●昭和41年中の区議会活動一覧（1・1～

本会議開会状況種類別議決件数

区　　　　　　　　　分 件数 区　　　分 定例会 臨時会 計

条例の改廃（獺提出・髄含む）墾部改盤ll 57 開　会　数 4 2 6
開会延日数 44 8 52

　　　　　　　　　　予　　算　15予算および決算　　　　　　　　決　算　1 16

委員会などの開催状況

契約（謹淵尉上） 9
区分 委　員　会　名 開会数 計

町区域の一部変更（住居表示の実施によるもの） 6
常
任
委
員
会

総　務　財　政 40

118
負担付贈与の受入〆若林公園外4カ所の公園敷およの
　　　　　　k工作物を都から受入　　　　　ノ

1 厚　生　経　済 24

建　　　　　設 27

特別区道の認定・廃止 45
文　　　　　教 27

選任の同意（霧量） 2

特
別
委
貝
会

交　通　対　策 22

78

人権擁護委員候補の推せん 1 特別区制調査 11

監査・出納検査報告 14 庁　舎　建　設 11

総合グランド建設 14
選　挙（議長、副議長） 2

決　　　　　算 6
特別委貝会の設置 7

予　　　　　算 14

議席の一部変更 1
そ
の
他

全員協議会 6
26専決処分の承認（区税条例改正、捻合運動場用地の受入） 2 各派交渉委貝会 17

合　　　　　　　　　計 163 委　員　長　会 3

委員会などの開催状況

使
用
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
区
主
催
の

会
合
で
な
け
れ
ば
困
る
。
外
部
か
ら
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
断
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
P
R
不
足
ど
こ
ろ
か
、

は
じ
め
か
ら
一
般
区
民
の
自
主
的
な
使
用

を
考
え
て
い
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
厚
生
会
館
条
例
を
拝
見
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
主
な
使
用
目
的
は
他

に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た
び

私
達
が
計
画
し
た
交
換
会
の
場
合
、
他
に

適
当
な
区
の
施
設
は
な
く
、
豪
徳
寺
付
近

は
場
所
と
し
て
も
、
大
体
会
員
の
居
住
地

域
の
中
央
に
あ
り
、
区
の
厚
生
会
館
が
、

建
設
中
と
聞
き
ま
し
て
、
そ
の
完
成
を
待

ち
か
ね
て
い
ま
し
た
。

完
成
早
々
の
こ
と
で
、
他
に
御
利
用
の
予

定
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら

ば
、
そ
れ
で
わ
か
る
の
で
す
が
、
外
部
か

ら
の
申
込
み
は
受
け
付
け
な
い
と
い
う
の

は
、
区
議
会
だ
よ
り
の
趣
旨
か
ら
見
て
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
交
換
会
と
い
う
の
は
、

普
通
の
会
合
と
違
っ
て
、
多
く
の
人
が
集

ま
り
ま
す
し
、
厚
生
会
館
の
P
R
に
は
良

い
機
会
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は

反
対
に
一
般
の
利
用
度
が
増
す
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど

う
い
う
お
考
え
な
の
か
、
納
得
の
い
く
お

答
え
を
い
た
だ
け
た
ら
、
区
民
と
し
て
ま

こ
と
に
う
れ
し
く
、
ま
た
今
後
区
議
会
だ

よ
り
を
拝
見
す
る
に
も
、
よ
り
一
層
の
信

頼
感
を
持
て
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

1
厚
生
会
館
よ
り
1

　
厚
生
会
館
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
都
世
田
谷
区
立
厚
生
会
館
条
例
に
よ

り
、
施
設
の
利
用
公
開
を
認
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
条
例
に
示
す
目
的
に
そ
っ
て
、

会
館
の
自
主
的
な
運
営
も
は
か
り
、
た
ん

に
施
設
の
提
供
に
の
み
終
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
努
め
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
自
主
的
な
事
業
を
行
い
つ
つ
、
あ
わ

せ
て
施
設
の
利
用
に
応
じ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
し
た
が
つ
て
、
具
体
的
な
運
営
に
つ

い
て
は
、
利
用
さ
れ
る
地
域
の
婦
人
層
お

よ
び
区
内
の
各
種
婦
人
団
体
等
に
は
か
り
、

希
望
さ
れ
る
利
用
目
的
、
利
用
時
間
、
利

用
回
数
お
よ
び
申
込
期
間
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
当
会
館
と
し

し
て
も
、
た
ん
な
る
施
設
の
提
供
の
み
に

終
ら
せ
た
く
な
い
点
お
よ
び
管
理
上
の
問

題
点
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
互
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
運
営
方
法
を

決
め
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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